















学位授与年月日 平成 14 年 3 月 25 日































































468時間の個体追跡サンプリングのうち， 156時間分のデータから得られた音声を、音響特性の違いによって 4 つの
タイプ (gg， ku, kun, ng) に分類した。二項検定の結果、ニホンザルはこのうち 3 つのタイプの音声 (ku， kun, 
ng) を、毛づくろいを行う前に多く発していることが確かめられた。これの音声が発せられた時間と毛づくろいを

























のうち ku， kun , ng 3 つのタイプの音声は、毛づくろい前に発せられ、また gg のタイプの音声は他個体へのアカン
ボウへの興味行動を示す場面で多く発せられることも確認された。
本研究の結果において、ニホンザルが様々な音声を使い分けている可能性が示された。本研究成果から、ニホンザ
ルの音声行動研究の必要性と重要性、さらには音響学的分析の将来への可能性が示された。
以上の内容により、本審査委員会は本論文がニホンザルの音声行動に関わる優れた研究であることを評価し、博士
(人間科学)の学位授与に十分に値するものと判定した。
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